
 

第
四
節 

酒
々
井
地
方
の
中
世
城
跡 
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本
佐
倉
城
跡 

 

本
佐
倉
城
と
千
葉
氏 

 

本
佐
倉
城
は
、
酒
々
井
町
本
佐
倉
将
門
山
台
地
が
、
東
方
へ
延
び
る
、
標
高
三
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
の
半
島
状 

台
地
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
北
方
に
印
旛
沼
が
流
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
湿
地
帯
が
、
東
方
か 

ら
南
方
へ
と
進
み
、
三
方
を
囲
ん
で
、
西
方
が
台
地
に
接
し
て
い
る
。
東
西
約
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
城
域
と

し
て
い
る
。
当
地
方
と
し
て
は
最
大
の
規
模
を
も
つ
城
で
あ
り
、
下
総
地
方
第
一
の
豪
族
千
葉
氏
宗
家
の
居
城
で
あ
る
。 

 

築
城
年
代
等
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
文
明
年
間(

一
四
六
九
～
一
四
八
六)

末
の
頃
、
千
葉
介
輔
胤
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
み 

る
の
が
通
説
の
よ
う
で
あ
る
。
輔
胤
は
千
葉
介
を
嗣
ぐ
以
前
を
岩
橋
殿
と
称
さ
れ
て
お
り
、 

こ
の
付
近
の
地
形
に
詳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
将
門
山
の
自
然
的
要
害
性
を
見
込
ん
で
、
こ 

の
地
に
築
城
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
輔
胤
の
築
城
以
後
、
城
主
は
孝
胤
・
勝
胤
・
昌
胤
・ 

利
胤
・
親
胤
・
胤
富
・
邦
胤
・
重
胤
と
続
い
た
が
、
天
正
十
二
年(

一
五
九
〇)

重
胤
の
時
、 

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
の
役
を
む
か
え
て
、
千
葉
氏
は
北
條
氏
に
味
方
し
て
、
小
田
原
に 

出
陣
し
、
北
條
氏
の
滅
亡
と
共
に
運
命
を
と
も
に
し
た
。
こ
こ
に
一
〇
〇
有
余
年
続
い
た
本 

佐
倉
城
の
歴
史
も
終
る
こ
と
に
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

城 

域 
 

本
佐
倉
城
の
城
域
は
半
島
状
台
地
先
端
よ
り
、
城
山
・
奥
ノ
山
・
倉
址
・
セ 

ツ
テ
エ
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
郭
と
、
荒
上
の
地
に
城
域
最
大
の
郭
の
五
郭
が 

直
線
的
に
並
び
、
そ
れ
に
付
属
す
る
腰
郭
や
帯
郭(

台
地
上
の
郭
か
ら
一
段
下
の
中
段
に
設
け 

ら
れ
た
郭)

、
物
見
台
な
ど
が
構
築
さ
れ
て
本
城
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
奥
の
山
南
方
に
低 



                    



く
入
り
込
ん
だ
湿
地
帯
を
隔
て
た
向
根
古
谷
の
台
地
上
に
、
外
郭
と
し
て
二
郭
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
含
め
て
本
佐
倉
城
の
城
域

と
し
た
。
そ
の
遺
構
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
り
、
数
度
に
わ
た
り
城
域
を
拡
張
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
を
見
分
け
る
遺
構
が
モ
越
さ

れ
て
お
り
、
戦
国
時
代
の
築
城
が
い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
、
要
害
性
の
高
い
城
郭
と
し
て
、
防
御
を
堅
く
し
て
い
く
築
城
技
術
の
発
達
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

輔
胤
が
将
門
山
に
築
城
し
た
当
初
の
城
郭
は
、
セ
ツ
テ
エ
山
・
倉
址
・
奥
ノ
山
・
城
山
の
四
郭
を
設
け
て
、
セ
ツ
テ
エ
山
西
南
の
地
点

付
図
○ハ
か
ら
③
の
空
堀
に
入
り
、
○ニ
の
位
置
に
虎
口(

出
入
り
口)

を
設
け
出
入
り
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
〇
数
年
た
っ
て

か
ら
西
方
の
荒
上
を
城
域
と
し
て
取
り
入
れ
整
備
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
千
葉
氏
内
紛
後
、
本
佐
倉
に
本
城
を
構
え
る
と
、
家

臣
団
も
次
第
に
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
家
臣
団
の
生
活
の
場
の
確
保
と
か
、
当
時
、
千
葉
氏
は
古
河
公
方
に
つ
い
て

上
杉
氏
と
争
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
に
対
す
る
防
御
の
必
要
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
荒
上
を
本
城
に
取
り
入
れ
て
か
ら
後
、

親
胤
の
代
に
向
根
古
谷
の
地
を
外
郭
と
し
て
整
備
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

内
郭
の
郭
配
置 

 

荒
上
の
郭
は
、
南
北
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
あ
る
が
区
画
さ
れ
た
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
東
側
が
急
崖
と
な
っ
て 

い
る
が
、
中
央
部
に
は
腰
郭
が
残
り
、
井
戸
の
跡
も
見
ら
れ
る
。
西
側
に
は
低
い
谷
が
入
り
、
空
堀
が
見
ら
れ
た

が
埋
没
し
て
い
る
。
こ
れ
に
併
行
し
て
台
地
上
に
土
塁
の
痕
跡
が
残
る
の
で
、
土
塁
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
側
の
土
塁
・

空
堀
は
良
好
な
状
態
に
残
さ
れ
て
お
り
、
出
枡
形
・
隅
枡
形(

土
塁
が
外
方
に
四
角
に
張
り
出
し
て
い
る
部
分)

の
備
え
を
も
ち
、
空
堀
へ

の
侵
入
者
に
対
し
て
真
横
か
ら
射
撃
で
き
る
横
矢
が
か
り
の
働
き
と
、
前
面
へ
の
侵
入
者
に
対
し
て
は
、
一
八
〇
度
に
わ
た
る
射
撃
を
可

能
に
し
て
い
る
。
外
部
と
の
比
高
差
が
無
く
、
防
衛
上
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
こ
の
方
面
の
防
禦
を
出
枡
形
や
隅
枡
形
に
よ
り
、
強
化
し

て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
、
築
城
技
術
の
進
歩
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

北
側
は
急
崖
と
な
る
が
、
東
寄
り
に
台
地
が
北
東
方
に
補
足
延
び
て
、
先
端
に
物
見
台
が
置
か
れ
て
い
た
。
郭
へ
出
入
り
す
る
虎
口
は
、

○イ
と
○ロ
の
二
か
所
で
、
○ロ
の
虎
口
は
空
堀
と
腰
郭
に
挟
ま
れ
る
坂
虎
口
で
。
○イ
の
虎
口
は
横
矢
を
構
え
て
お
り
、
大
手
虎
口
が
置
か
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 



 

セ
ツ
テ
エ
山
の
北
側
は
腰
郭
で
、
○ニ
の
虎
口
か
ら
こ
の
腰
郭
に
入
り
、
東
に
進
む
と
二
メ
ー
ト
ル
位
高
い
小
さ
い
郭
に
登
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
小
郭
か
ら
セ
ツ
テ
エ
山
に
通
じ
て
い
る
。
ま
た
、
④
の
空
堀
に
も
通
じ
て
、
横
矢
の
働
き
も
し
て
い
る
。
セ
ツ
テ
エ
山
に
は
土

塁
が
見
ら
れ
な
い
。
南
側
に
腰
郭
が
二
段
に
分
け
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
東
側
と
西
側
は
空
堀
で
、
西
側
③
の
空
堀
底
か
ら
は
南
か
ら
北

へ
、
セ
ツ
テ
エ
山
を
九
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
メ
ー
ト
ル
も
見
上
げ
な
が
ら
、
ゆ
る
や
か
な
ん
登
り
傾
斜
と
な
り
、
途
中
堀
底
に
一
メ
ー
ト
ル

位
の
段
差
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
空
堀
を
屈
曲
さ
せ
て
侵
入
者
に
対
す
る
横
矢
の
構
え
も
あ
る
。
根
古
谷
か
ら
○ハ
を
登
り
、
虎
口
○ニ
に
至

る
堀
底
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
東
側
④
の
空
堀
は
セ
ツ
テ
エ
山
を
七
メ
ー
ト
ル
、
倉
址
を
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
見
上
げ
、
南
進
す
る

と
二
メ
ー
ト
ル
位
下
の
平
場
か
ら
人
家
に
通
じ
、
北
に
進
と
倉
址
の
腰
郭
と
な
っ
て
、
諏
訪
神
社
の
裾
を
廻
っ
て
○ヘ
の
堀
切
り
か
ら
倉
址

に
入
る
。 

 

倉
址
は
、
段
階
上
に
築
か
れ
、
南
に
向
か
っ
て
高
く
な
る
。
一
番
高
い
と
こ
ろ
か
ら
焼
米
が
出
土
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
倉
址
と
奥
ノ 

山
の
間
か
ら
、
南
側
崖
を
下
っ
て
妙
見
社
、
さ
ら
に
降
り
て
根
古
谷
へ
と
通
じ
る
細
道
が
あ
る
。 

西
側
に
は
北
東
に
向
っ
て
延
び
る
土
塁
が
幅
広
く
突
出
し
て
お
り
、
そ
の
先
端
に
諏
訪
神
社
が 

祀
ら
れ
て
い
る
。
神
社
北
側
○ヘ
の
堀
切
り
を
隔
て
、
さ
ら
に
北
東
に
尾
根
状
に
延
び
る
台
地
が 

あ
る
。
尾
根
中
央
部
が
最
も
高
く
、
物
見
台
と
な
っ
て
い
た
。
北
西
側
五
メ
ー
ト
ル
下
に
腰
郭 

が
あ
り
、
削
り
残
し
た
土
塁
が
一
部
残
さ
れ
て
い
る
。
南
東
側
は
二
メ
ー
ト
ル
低
く
削
平
地
が 

造
ら
れ
、
こ
こ
に
物
見
の
松
と
呼
ば
れ
て
い
た
大
木
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
に
枯
れ
て 

し
ま
っ
た
。 

奥
ノ
山
は
倉
址
よ
り
一
段
高
く
、
倉
址
側
に
土
塁
が
廻
っ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
も
そ
の
一 

部
が
残
存
し
て
い
る
。
南
側
は
急
崖
で
中
段
に
妙
見
社
が
あ
る
。
東
側
に
は
、
腰
郭
を
二
段
に 

構
え
、
そ
の
下
方
の
人
家
の
敷
地
内
に
「
千
葉
様
茶
井
戸
」
と
呼
ぶ
井
戸
が
あ
り
、
奥
ノ
山
に 

通
じ
る
道
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
北
側
は
城
山
と
堀
切
り
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
る
。 



土
地
で
は
こ
の
奥
ノ
山
を
本
丸
跡
と
伝
え
る
が
、
城
主
は
奥
ノ
山
に
居
館
を
置
き
、
日
常
の
生
活
の
場
に
当
て
、
城
山
を
い
ざ
と
い
う
時

の
詰
の
城
に
当
て
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
奥
ノ
山
中
央
部
の
倉
址
寄
り
に
は
カ
ラ
カ
サ
松
と
呼
ば
れ
て
い
た
大
木
が
あ
っ
た
が
、
大

正
十
二
年
に
枯
れ
た
と
い
う
。 

 

城
山
に
入
る
に
は
、
堀
切
り
か
ら
の
一
か
所
で
、
城
山
の
裾
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
程
坂
を
登
り
虎
口
に
至
る
。
途
中
通
路
の
右
側
に
崖

状
に
落
ち
込
む
箇
所
を
設
け
、
通
路
を
狭
く
し
て
、
城
山
か
ら
は
侵
入
者
の
側
面
を
突
く
横
矢
が
仕
掛
け
ら
れ
、
城
山
の
侵
入
を
困
難
な

も
の
に
し
て
い
る
。
虎
口
は
正
面
の
崖
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
、
左
に
折
れ
る
坂
虎
口
と
な
っ
て
、
侵
入
者
に
対
し
て
三
方
か
ら
の
掃
射
を
可

能
に
し
て
、
守
備
に
容
易
な
備
え
と
な
っ
て
い
る
。
城
山
の
四
方
す
べ
て
土
塁
を
設
け
た
よ
う
で
、
南
側
は
痕
跡
程
度
で
あ
る
が
、
東
側

か
ら
北
側
、
西
側
に
現
存
し
て
い
る
。
南
側
中
央
部
か
ら
東
側
へ
、
さ
ら
に
北
側
へ
と
廻
る
帯
状
腰
郭
を
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
メ
ー
ト
ル

下
の
中
段
に
設
け
て
い
る
。
城
山
は
本
城
中
最
も
要
害
性
の
高
い
郭
で
あ
り
、
こ
こ
が
詰
の
城
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

外
郭
―
向
根
古
谷
― 

 

本
城
の
南
方
台
地
、
向
根
古
谷
に
構
築
さ
れ
た
外
郭
は
、
小
さ
な
郭
と
大
規
模
郭
の
二
郭
で
形
成
さ
れ
て
い 

る
。
小
郭
の
周
囲
は
空
堀
に
よ
り
区
切
ら
れ
る
が
、
大
規
模
郭
の
周
囲
は
崖
に
よ
り
囲
ま
れ
、
郭
内
に
は
区

画
さ
れ
た
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
外
郭
で
特
徴
的
な
の
は
虎
口
の
土
橋
の
幅
が
広
く
、
空
堀
の
規
模
も
大
き
い
が
、
土
塁
が
高
く
上
面
の
幅

も
広
く
設
け
ら
れ
、
虎
口
か
ら
の
侵
入
者
に
高
い
位
置
か
ら
横
矢
を
か
け
る
と
共
に
、
前
面
に
対
す
る
掃
射
の
範
囲
を
広
げ
て
い
る
構
え

な
ど
で
、
こ
こ
に
も
築
城
術
の
変
遷
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
荒
上
を
本
城
に
取
り
入
れ
た
後
、
サ
イ
ド
の
拡
張
に
よ
り
外
郭
と
し
て
整

備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
妙
見
実
録
千
集
記
」(

『
房
総
叢
書
』
所
収)

に
「
千
葉
第
廿
八
代
、
親
胤(

略)

此
ノ
代
有
所
以
、
本
城
ノ
南
ノ
方
ニ
小
城
ヲ
築
ク
ト

云
ヘ
リ
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
向
根
古
谷
の
虎
口
へ
の
築
城
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
成
田
名
所
図
絵
』
の
「
本
佐
倉
村

千
葉
家
故
城
址
之
図
」
に
は
、
向
根
古
谷
の
虎
口
が
本
佐
倉
城
の
大
手
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
佐
倉
地
区
に
「
向
根
古
谷
の
台

地
と
奥
ノ
山
に
吊
り
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
」
と
伝
承
も
あ
る
か
ら
し
て
、
向
根
古
谷
か
ら
本
城
へ
通
じ
る
通
路
と
し
て
、
当
時
湿
地
で

あ
っ
た
中
池
付
近
に
、
取
り
外
し
の
で
き
る
板
橋
の
よ
う
な
も
の
が
架
け
ら
れ
、
往
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 



                    


